
光来出沢  

2008/7/19～21 
L菊池、奥平、後藤、田中(記) 
 
7/19 
わずか2時間ほどしか寝ていないので、目
が開かない。それでも、夏の日差しは強く、

寝てもいられない。さっさと朝食を摂り、沢

支度を済ませると笠堀ダムへと移動する。 
覚悟していたアブは全く姿が見えない。ア

ブがいないだけで嬉しくなってくる。 
湖岸道では頻繁に足元をチェックしなが

ら1時間半ほどでバックウォーターに着き入
渓する。水は冷たくないので積極的に水の中

を進んでいける。 
わずかで大川出合い。男4人の新潟から来
たパーティは大川へ、男女2人のパーティが
私たちと同じ光来出沢を遡行する。 
光来出沢は次々と現れる淵の泳ぎやヘツ

リが楽しい。 
2m滝は左壁をA０で登る(容易)。 
2段滝は10mの強い流れを泳いでいけば突
破出来そうであったが、泳ぎ疲れ気味なのか

容易い右岸高巻きとなった。すぐに明瞭なフ

ミアトが出てきて、しばらく平坦な道が続く。 
大釜の4m滝を越えると白根沢出合い。ガレ
っぽく、流れも伏流気味なので見落とさない

ように注意したい。 
それにしても魚影が無い。先行パーティが

多すぎるのだろう。 
本流筋は良い天場が少ないことから混み

合うこと必死と判断し、東又沢に一時避難す

ることにした。東又沢出合いから5分も遡行
すると素晴らしい天場に恵まれた。 
しかし、釣れる岩魚はちびっ子ばかりで話

にならない。仕方なく本流に戻って、釣り始

めるもやはりちびっ子ばかりだ。あきらめか

けた頃、最後と思って投入したポイントで目

印が止まった。合わせるとズシリと重い。姿

を現した岩魚は尺モノ。やった、と思って抜

き上げると同時にハリスが切れた。しばらく

緩やかな流れに身を任せていた尺岩魚はゆう

ゆうと深みに消えていった。 
仕掛けを全交換して再度投入。少しずれた

ポイントでやはり目印が止まった。合わせる

と今度も重い。慎重に抜き上げると 33cm。
意気揚々と天場に引き上げたのは言うまでも

ない。 
 
7/20 
本流に戻って遡行開始。 
中崩沢の先、淵を伴った滝は2回の小さな
高巻きで越える。インゼル状のところを過ぎ

るとシシマキ沢が出会う。だんだん巨岩が目

立つようになってきた。十二滝沢を右から迎

えると流れは細くなって、ゴルジュらしくな

ってくる。 
細いゴルジュの中に大石がでんと構えた

ＣＳ滝 3ｍが迎えてくれる。両岸とも手掛か
りも無ければスタンスも無い。 
先行パーティは手前の急な窪状のところ

にルートを開拓している。 
人数が多いので、かなり時間が掛かりそう

だ。 
待っていても仕方が無いので、滝のすぐ右

にハーケンを 2本連打して直上し、さらに 1
本トラバース用に追加して滝を抜けた。 
これで先行パーティを追い越せると思っ

たのは大間違いだとすぐに気付かされた。 
ゴルジュ出口には10ｍの斜漠があった。左
壁の泥ルンゼを落ち口までは簡単なのだが、

落ち口の２ｍほどのトラバースは被さった岩

にバックアンドフットで抜けるしかない。し

かし、支点が取りにくく高さもあって怖い。 
戻って、急な岩溝から泥の草付に活路を求

め、菊ちゃんがトップで登る。 
ハーケンが利かないために特に最初の1歩
が難しい。 
ナッツを2個使って漸く草付に出、悪い草



付を５ｍほど登って潅木にランニング、さら

に５ｍほど登って緩やかになったところでビ

レイして、ルートが開けた。 
ザックの吊り上げ、支点回収に手間取り流

れに戻った時は4時半になっていた。 
程なく、両方から滝を落とす二俣。水量比

から左俣が本流のようだが地図から判断する

と右俣の方が傾斜が緩く、テント場が期待で

きる、と右に入ったが適当なところは有りそ

うに無く、支尾根に若干傾斜は在るものの何

とか4人が横になれそうなところを発見。 
ちょろちょろの流れに小さな焚き火で楽

しい宴会も途中で水（雨）をさされて、サッ

サと寝た。と言いたいのだが、ものすごい数

の羽虫とずれ落ちる体の修正で小刻みに起こ

された。 
7/21 
当初は右俣を詰める予定であったが、やは

り本流筋を詰めようと言うことでヤブを漕い

で本流に戻る。 
すぐに水が涸れ、右の支稜に向かうフミア

トらしいものがあり、それを辿ることにし

た。ひたすらヤブを漕いで尾根を進むと、

はるか上にロボット雨量計のアンテナが

見える。 
遠いと思ったロボット小屋に2時間ほどの
ヤブコギで到着。全員固い握手で安全を祝し

た。 
後は明瞭なフミアトを辿って、粟ヶ岳。登

山道で登山口へ。車回収(自転車利用の予定だ
ったが、結局はバスを利用した)のために菊ち
ゃんに先に下りてもらい、私は暑さでヘロヘ

ロに。水場が出てくるたびに水を浴び、大休

止しながら下山した。 
 
 
 
 
 
 

コースタイム 
7/19 
 笠堀ダム 6:30…バックウォーター8:20
～8:40…大川出合い9:20 
…東又沢出合い14:15 

7/20 
 東又沢出合い 7:00…シシマキ沢 8:50～

9:15…上部二俣16:30…支尾根17：00 
7/21 
支尾根 7:00…ロボット小屋 9:50～10:20
…粟ヶ岳11:00～12:00…登山口15:30 


